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令和６年９月市議会 危機管理室議案等について 

 

 

１ 令和５年度北九州市一般会計決算のうち所管分 

 

（１） 危機管理室決算額 

  

【歳入】                                           （単位  円） 

 

 

【歳出】                                            （単位  円） 

 

款項目 節 
予算現額 

調定額 収入済額 収入未済額 
当初予算額 補正予算額 計 

１８款 国庫支出金 

２項１１目 
１ 消防費補助金 4,540,000 ０ 4,540,000 3,027,466 3,027,466 ０ 

１９款 県支出金 

２項８目 
１ 消防費補助金 1,210,000 ０ 1,210,000 1,210,000 1,210,000 ０ 

20 款 財産収入 

１項３目 
1 基金運用収入 62,000 ０ 62,000 14,190 14,190 ０ 

24 款 諸収入 

６項４目 

３ 総務管理費雑入 8,000,000 ０ 8,000,000 16,516,578 16,516,578 ０ 

２９ 消防費雑入 589,000 5,943,000 6,532,000 2,312,930 2,312,930 ０ 

合 計 14,401,000 5,943,000 20,344,000 23,081,164 23,081,164 ０ 

款項目 

予算現額 

支出済額（B） 

翌年度 

繰越額

（C） 

不用額

（A-B-C） 当初予算額 補正予算額 

予備費支出 

及び 

流用増減 

計（A） 

３款 保健福祉費 

７項１目 災害救助費 
62,000 ０ ０ 62,000 14,190 ０ 47,810 

１２款 消防費 

１項５目 危機管理費 
121,837,000 6,000,000 104,520,000 232,357,000 169,064,945 ０ 63,292,055 

合 計 121,899,000 6,000,000 104,520,000 232,419,000 169,079,135 ０ 63,339,865 
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（２） 主要施策と主な事業   

① 防災対策強化経費             60,865 千円  

 

○ みんな de Bousai まちづくり推進事業【9,437 千円】 

災害から命を守りぬくために、自ら命を守る「自助」意識の醸成や、地域で助け

合う「共助」の風土づくりなどによる地域防災力の向上を目指して、地区防災計画

策定支援による地域の防災活動の活性化を図るとともに、地域防災の新たな担

い手の育成に取り組んだ。 

                     

○ 大規模災害に備えた備蓄整備事業【22,125 千円】 

大規模災害に備えた非常用の食料及び飲料水などの備蓄物資を整備した。 

 

 

○ 個別避難計画作成促進事業【4,055 千円】 

 

災害時における避難行動要支援者の円滑かつ迅速な避難を図るため、避難 

行動要支援者の状況等を把握している福祉専門職と連携し、避難支援等を実 

施するための個別避難計画の作成を促進する事業を実施した。 

 

 

○ 地域と連携した避難所開設・運営事業【7,611 千円】 

大雨や台風などによって災害が発生する恐れが高まり、予定避難所を開設 

する際に、避難所の開設と運営を地域と連携して行う事業を実施した。 

 

 

② 防災訓練経費                  9,588 千円  

 

○ 防災訓練（市総合防災訓練、区防災訓練）【9,588 千円】 

市総合防災訓練は、令和５年度は防災訓練と防災啓発の要素を取り入れた、

ファミリー層を中心に、子どもから高齢者まで幅広い年齢層を対象とした「北九州

市防災フェスタ２０23」を開催した。 

・参加団体 43 の企業・団体 

・来場者数 約 6,000 人 

区防災訓練では、区の地域特性に応じた防災訓練を実施し、地域住民の防災

意識の高揚と区における防災体制の充実を図った。 
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③  防災通信体制経費              24,747 千円  

  

○ 防災行政無線【9,183 千円】 

沿岸部の住民等に対して、津波に関する情報を迅速かつ効果的に伝達する手

段である防災スピーカーの適正な維持管理を行った。 

  

 

○ 北九州市総合防災情報システム運用及び保守【4,261 千円】 

災害対策（警戒）本部において、迅速で的確な意思決定や応急対策を行うため、

気象情報や被災状況を効果的に収集・共有し、正確な情報発信を可能とするシ

ステムの運用を行った。 

 

 

④  被災地復興支援経費              66,527 千円  

   

○ 被災地復興支援事業【66,527 千円】 

令和 2 年 7 月豪雨、令和５年梅雨前線豪雨の被災地への中長期職員派遣、

令和６年能登半島地震の被災地への短期職員派遣など、被災地のニーズに即し

た支援活動を実施した。 
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